
氏名 丸田　健

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本哲学会、関西哲学会、科学基礎論学会、日本科学哲学会

ヴィトゲンシュタイン研究、人と物に関する研究

教養の授業を担当している。学生が自分自身の経験と結び付けて考えられるよう、哲学・思想関
連の授業で、できるだけ具体例を提示するよう心掛けている。また教養科目ということで、人間に
関する幅広いトピックを取り上げるように努力している。

講師：第36回 うるし椀の会「道具のこと―明漆会にもふれて」（2014.5.17、於 ギャラリー舎林）
講師：第41回 うるし椀の会「日本の器を考える」（2015.3.14、於 ギャラリー舎林）

大阪大学大学院人間科学研究科人間学専攻博士後期課程単位取得退学

MPhil (Wales)、博士（人間科学）大阪大学

哲学、人間学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
後期ヴィトゲンシュタイン哲学の研究を長くしてきたが、最近は、「物」という（記号、身体、美、民
俗、等々の要素が複雑に絡む）問題系に関心を持っている。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・
・
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・人間論Ⅰ（一）（二）
・人間論Ⅲ（一）（二）
・人間論Ⅷ（一）（二）
・哲学概論（一）（二）
・応用倫理学概説
・表現技法Ⅰ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

キャリア教育委員会委員、就職委員会委員、学生相談員、学生相談室運営委員会委員



共著

単著

奈良大学教養部2015年4月
教養部が選ぶ〈大学生として読んでもら
いたい本一覧〉、197-8頁。

姫田忠義作製の映画を論じた小論。未
刊。
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①『奈良大生のための表現技
法』
巻末 教員推薦図書

③

（その他）

②「民族文化映像研究所『から
むしと麻』『奥会津の木地師』：
生活行為への関心」
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著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]
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発行所、発表雑誌等
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